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超高齢社会の問題

２０本以上の歯を有する高齢者は増えている

• 歯を磨かないとどうなるか？

• 要介護になって歯を磨けなくな
るとどうなるか？

平成２８年度歯科疾患実態調査より

口腔崩壊

日本の総人口における
65歳以上の高齢者の割合
• 2019年には28.4％
• 2040年には35.3％の予測

３人に１人は高齢者の時代

総務省統計局https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1211.html

我が国の歯科口腔保健の状況 子どものう蝕は減り
高齢者のう蝕は増加！
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食べる機能の発達と老化

加 齢

発 達 期

食べる機能の
基本が発達する

習 熟 期 維 持 期 減 退 期

出生

障 害

基本的な機能が
獲得できない

上手にならない

食べられていたのに
病気や事故で
できなくなる 死

金子芳洋：摂食・嚥下リハビリテーションセミナー/講義録 Ⅱ機能障害とその対応, 医学情報社, 2002, p94より引用改編
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乳幼児期は食べる機能の基本が獲得される時期
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高齢期は口腔機能が減退していく時期

日本歯科医師会 歯科関係者のための食育支援ガイド2019 p99より
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平成30年、口腔機能の発達する乳幼児期・口腔機能の低下す
る高齢期をターゲットとした「口腔機能発達不全症」「口腔機能
低下症」が歯科診療で対応可能に！
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口腔機能発達不全症とは

離乳完了前

• 乳首をしっかり口にふくむことが
できない

• 舌小帯に異常がある

• 授乳時間が長すぎる

• スプーンを舌で押し出す状態が
みられる

• 離乳食が進まない

• やせ，または肥満である

• 口腔周囲に過敏がある

など

離乳完了後

• 舌の突出がみられる

• 歯の萌出に遅れがある

• 機能的因子による歯列・咬合の
異常がある

• 咀嚼時間が長すぎる

• 食べる量にムラがある

• 言葉の障害がある

• やせ，または肥満である

• 睡眠時のいびきがある

など
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咀嚼力は加齢と伴に低下する
地域在住健康高齢者 2000名（73.1±5.6歳）

男性994名、女性1006名
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主任研究者飯島 勝矢、サルコぺニアと口腔機能との関係に関する研究、報告書、2012.

食の入り口である口腔機能の問題
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日本歯科医師会 歯科関係者のための食育支援ガイド2019 p102より
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サルコペニア
骨格筋の減少、筋力の低下を主徴とするサルコペニアは

顎口腔系にも及ぶ

ベルリン国立美術館 デューラーの母

１歳（1年）で１％
宇宙空間では1日で１％
筋肉量は減少する
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サルコペニアは食べる・飲み込む機能に
も影響する

【健常成人】 【サルコペニア患者】

サルコペニアでは舌や喉の筋肉が痩せ、力が弱くなる

舌が小さくなる、喉が広くなる
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舌の力が弱くなると死亡率が高くなる

Yajima Y, Kikutani T: Relationship between tongue strength and 1-year

life expectancy in elderly people needing nursing care. Odontology. 2017

舌の力は生命予後と関係する
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食べる・飲み込む機能の障害（摂食嚥下障害）
のある人たちへの食育

•障害が起こる原因は？
• 先天性の疾患（脳性麻痺やダウン症など）で機能が未発達

• 口腔がん、交通事故などによる怪我で食べられなくなった

• 脳卒中やパーキンソン病、認知症などで食べられなくなった

いつでもだれにでも起こりうる、実は身近な障害

12



摂食嚥下障害患者さんを支える食事
• 農林水産省スマイルケア食

• 日本摂食嚥下リハビリテーション
学会嚥下調整食学会分類2013

• 日本摂食嚥下リハビリテーション
学会発達期摂食嚥下障害児（者）
のための嚥下調整食分類2018

胃瘻患者さんと家族を支える取り組み
IROU RESTAURANT

（日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック）

農⽔省“スマイルケア⾷”分類
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第４次食育推進基本計画
に向けて
歯科からのメッセージ
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ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合
2019年度は53.4％
目標値の55％以上にはまだ達していない

厚生労働科学研究委託費分担研究報告書「三重県4 市町における特定保健指導に早食い是正の行動目標を追加した介入研究
の実施結果」研究代表者：安藤雄一（国立保健医療科学院・生涯健康研究部・地域保健システム研究領域）

早食いの是正は肥満防止
になるか？
「ゆっくりよく噛むこと」を行動目標
にした者と他の行動目標に設定し
た者の間での体重の変化の比較

保健指導６カ月後において、よく噛
むことを目標にした者の体重はよ
り減少していた（p = 0.028）。

早食いと肥満には関係が！
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ゆっくりよく噛んで食べることのススメ

日本歯科医師会 歯科関係者のための食育支援ガイド2019 p90より
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ゆっくりよく噛んで食べることのススメ

日本歯科医師会 歯科関係者のための食育支援ガイド2019 p90より
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歯科における食育の取り組み
特定健診・特定保健指導で、、、 特定健診の場で、咀嚼とメタボ・栄養バランス

との関係について意識してもらう！
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広く国民に食育と口腔の健康との関連について
理解してもらうための取り組み；

都道府県・市町村等の自治体や
日本歯科医師会・都道府県歯科医師会でさまざまな事業が
行われています！

• 国民向け

• 多職種向け

• 歯科医療関係者向け

食育推進等口腔
機能向上事業
（新潟県）

食育推進
キャラバン
（岩手県）東京都８０２０推進

事業 他職種向け
食育支援講習会
（東京都） 食力シンポジウム

（神奈川県）

朝食メニュー
コンクール
（山口県）

食育推進県民大会
（岩手県） etc.

地域住民のより身近な場で、食育の取り組みのすそ野を広げていく必要がある

地域高齢者の「通いの
場」での「兵庫県版フレイ
ル予防・改善プログラム」

（兵庫県）
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リスクマネジメント

•歯科医療では、感染予防対策
の徹底がなされています

感染防護（PPE）下での診療

Withコロナ時代への歯科からのメッセージ

オンラインでの食事観察・指導

安心してね。
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歯科からの食育の提案
食べる機能の要である「口腔」の健康を保つために

• 定期的に歯科を受診しましょう

• 行政・地域における歯科保健活動・食育の推進に参加しま
しょう

口腔機能の維持向上

• 乳幼児期からの口腔機能の発達の促進
• 成人期の口腔機能の維持増進
• 高齢期の口腔機能の維持・低下予防

• 要介護や障がいのある人にも配慮した
食の支援

Withコロナ時代への歯科からのメッセージ
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